
３．事後評価の実施

（１）　実施時期

（２）　評価の方法

４．総合的な所見

５．各目標の達成状況

（１）　老朽化対策を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（様式２）

外部有識者である監査委員により、定例監査において監査調書をもとに評価した。
また、教育委員会事務局において、施設整備計画に記載した目標に基づき事後評価を実施した。

　施設整備計画の目標はおおむね達成できた。
　大規模改造(トイレ)事業により、子どもたちの快適な学習環境の充実が図られた。
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（２）　新時代の学びを支える安全・安心な教育環境の確保を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（３）　教室不足の解消等を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（４）　教育環境の質的な向上を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

　

（５）　施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

６．改築後の危険建物等のとりこわし状況

　堀江北小学校・板東小学校・撫養小学校・桑島小学校について、老朽化したトイレの洋式化・乾
式化工事を進め、教育環境・衛生環境の改善を図ることができた。



（様式３）

７．事業ごとの実施状況

(実施しなかった場合）

事業単位
建物
区分

構造
区分

全事業期間
（契約～完成）

未実施の理由・今後の対応予定等

堀江北小学校 （４） 06 大規模改造（トイレ） 校 - Ｒ4.6～Ｒ5.2 R5.2.28

板東小学校 （４） 06 大規模改造（トイレ） 校 - Ｒ4.6～Ｒ5.2 R5.2.22

撫養小学校 （４） 06 大規模改造（トイレ） 校 - Ｒ5.5～Ｒ6.2 R6.3.13

桑島小学校 （４） 06 大規模改造（トイレ） 校 - Ｒ6.6～Ｒ6.12 R6.12.26 令和6年度に繰り越して実施

学校等の名称
事業
区分

目標
備考

（改築事業は、旧施設の
とりこわし時期を明記）

整備方針

事業完了
年月日


